
『哲学の探求』第36号刊行にあたって

f哲学の探求』は、 毎年開かれる智学若手研究者ブォ …ラム（略して宥キブオ
ーラム）の成果を収めた雑誌です。今号掲載の論文も、すべて2008年7fj 19, 20

日に問権された若手ブォ ーラムにおけるテ ーマレクチャ ーと個人研究発表が基

になっています。チーマレクチャ ー 「スぜノザとライプエッツ j では、上野修（大

阪大学〉、 松田毅〈神戸大学〉、 山内志朗（慶応義塾大学〉各氏に講演をいただき、

も今号iこ収録することができま 個人研究発表からは、 若手研究者

による計7本の論文が収録されています。 ですので、 今回も第一人者によ

新の研究成果と、 若手による意欲あふれる研究の捕方をご覧にいただけるよう

になっています。

さて、2009年度の若手フォ ーラムは、2009年7月四，19自に東京代々木の臨

立庁リンピック記念青少年総合センタ ーで関擢予定です。 チ ーマレクチャ ーは

と題して、分析哲学的なアプロ ーチから美学に取号緯まれて

いる、 者塚邦彦｛山形大学入西村清和（東京大学）、 三浦俊足安（和、洋女子大学）三

氏をお招きし、その最先端の萌究についてお話していただきます。詳縮は165真

にあちますので、 ぜひご覧ください。

ブォ ーラム当日は、 テ…マレクチャ …も但人研究発表もともに十分な質疑応

しております。懇親会、二次会と続きますので、哲学三昧の1泊

2誌となるでしょう。 個人的な感想、ではありますが、 このご持勢でとても安上

がりに饗沢な気分が味わえると

なさま奮ってご参加くださいませ。
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